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ハマグリの中腸線の構造

山元憲ーに半田岳志

Structure of the dig'estive diverticula of the Japanese hard clam， Meretrix lusoriα 
(現。llusca: Bivalvia : Eulamelliもrar凶 ia)

Ken -ichi Y amamoto t and Takeshi Handa 

Abstract The corrosion resin-casts and the tissue preparations of the digestive diverticula of the 

Japanese hard c1am， Meretrix lusoria w巴r巴observed.The resin-casts were made of the prepolymerization 

methyl methacrylate (MercoxCL-2 R) containing 10 % Mercox MA. The tissue pr巴parationswere stained 

with Azan. The dig巴stivediverticula developed in the circumference of stomach except for the dorsal side. 

The origins of the multiple ducts located at 3 embayments of the stomach. Internal wall of the duct was 

uniformly cover巴dwith the cilium from the origin to the apex. Each tubule extend巴dat the end of the duct. 

The tubule had the darkly staining c巴11at the crypt with the long cilium 

Key words : Japanese hard c1am ; Eulamellibranchia ; Corrosion resin-cast; Digestive diverticula ; Duct; Tubule 

緒 広司

二枚貝の中腸腺は，胃の周囲に位置し 1) 胃に関口した

導管で連絡している 2-5)。中腸腺の導管と中腸腺細管の構

造は組織標本をもとに図示されており 5-7) 胃と導管の構

造は，ゼラチンを利用した鋳型をもとに図示されている 8)。

しかし，胃と導管，導管と中腸腺細管の位置関係を立体的

に明らかにした例は見られない。

そこで，著者らは，腹足綱の 5種類ト山じ続いて，二枚

貝縞イガイ目(等糸偲自)のムラサキイガイMytilusgal. 

lotrovincialisヘイガイ日で擬弁紙型を示すリシケタイラ

ギAtrina(Servatrina) lischkeanal5l，ウグイスガイ日で擬弁

鯨型を示すアコヤガイPinctadafucata martensiil6) ，カキ目

で擬弁鯨型を示すマガキ17) 真弁鯨類マルスダレガイ尽の

アゲマキガイSinonovaculaconstricta凶の中腸腺について，

半重合メチルメタクリレートを使って鋳型を作成し，切片

標本の観察および閤定標本を切開した断面像の観察を行っ

て，腎と中腸線の立体構造を明らかにしている。本研究で

は，二枚貝綱真弁鯨類マルスダレガイ日マルスダレガイ科

2009年9月24日受付.Received September 24， 2008. 

のハマグリ Meretrixlusoriaを用いて，前記と同様にして鋳

型および切片標本を作成し，固定標本を観察して中腸腺の

立体構造および組織像を調べたので報告する。なお，分類

は波部ら叩)および奥谷却)に従った。

材料および方法

実験には，熊本県地先の有明海から入手した殻長82土

16mm (平均値±標準偏差)のもの13個体および殻長8土

1 mmのもの10個イ木のハマグリを用いた。ハマグリは，入

手後， 0.5μm以上の粒子を除去した海水の注水 (111即日)

下で 5-10日間蓄養した。

鋳型鋳型の作成は， Handa and Yamamoto2l)に準じて，

主剤 (MERCOXCL-2 R， a研商事株式会社) 3 ml当り硬
化剤 (MERCOXMA，応、研商事株式会社)約O.lgを混入し

たもの(以降，樹脂と表す)を用いて行った。まず，ハマ

グリを約0.4MIIの塩化マグネシウム水溶液却に約20分間

浸潰して殻を開け，口から食道へ減退海水を満たしたポリ

エチレン細管(外径約 1mm，長さ20cm，Hibiki No. 3) 
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を約 5mm挿入し，プラスチック製の注射筒 (5ml， Top) 

を使って 2分間に約 1mlの速さで総量約 3mlの樹脂を注

入した。注入後，細管の一端を封入し，海水中で樹脂を硬

化させ， 20%水酸化ナトリウム水溶液に浸潰して肉質部を

除去し，水洗した。

首の断面像観察は， Davidson液却で固定後，安全剃万

で胃の部分を中心に軟体部を切関して行った。

組織像観察は，小さい方の10個体をDavidson液却で固

定した後，常j去に従ってパラフイン切片(10μm) を作成

し，アザ、ン染色して行った。

結果

中腸腺 (D)は，背側の一部を除いた胃の周間に展開し

ていた (Figs.1 ， 2 )。践は複雑な螺旋構造を示していた

(Figs. 2 -3 )。導管 (DD) は，胃壁が大きく湾入して

Embayment構造け)を示した 3箇所 (E1， E 2， E 3)か

らそれぞれ複数本が出ていた (Figs.3 -5 ) 0 Embayment 

構造から出た導管は枝分かれを繰り返して次第に細くなり

(Figs.6 ，7)，内面はそれらの末端から伸びている中腸!娘

細管との境までアザン染色で赤く染まるFlagellatedcellで、

構成され，繊毛で覆われていた (Fig.7)。

中腸腺細管 (T)は導管の末端から房;1犬をなして直接l

本ずつ出ている様子が確認された (Figs.6 ， 7 )。その組

織像は，導管と異なってアザン染色で青く染まる消化細臨

で周囲を圏まれ，陥入した部位(Crypt構造)には赤く染まっ

た暗細胞が確認され，この暗細胞は長い繊毛を備えていた

(Fig. 7)。

考 察

YongeSJは，原紙類，糸偲類，真弁紙類の中腸腺は胃を

囲むように存在していると報告している。等糸鯨類(イガ

イ包)のタイラギ同，擬弁惚自のアコヤガイ附やカキ自の

マガキ同では，中揚腺は向様に食道および胃の周囲に位

置しているが，胃の背1~IJ には存在しないことが報告されて

いる。ハマグリでも同様に胃の背倶IJには存在していなかっ

た。

Purchon 2.4)は，中腸腺の導管が胃壁に関口している構

造を 2つの型に分けており 1つは導管が直接誇壁に関口

している構造をOrifices構造，胃壁の湾入したところに複

数の導管が関口している構造をEmbayments構造としてい

る。ハマグリは，アコヤガイ附やその仲間であるPinctada

vUlgaris2Jおよび問じ真弁鯨類であるアゲマキガイ聞と同

様にEmbayments構造を示していた。 Embayments構造の数

はアコヤガイ凶やその仲間であるP.叩 Igaris2)では 5筒所

あると報告されている。しかし，ハマグリではアゲマキガイ

( 2箇所)附よりも数は多いが，アコヤガイやP.山 19aris

よりも数が少なく 3詰所であった。

ハマグリの導管が脅から中腸腺細管へ進むに従って枝分

かれして次第に細くなる構造は，原鯨類のクルミガイ科

Nuculidae，等糸館、類および真弁惚類について図示されて

いる 5) ものと同様で、ある。しかし，等糸線類および真弁

総類では，導管は主導管 (Mainductl と二次導管

(Secondary duct) とに分かれ，主導管は断面をみると繊

毛で覆われている部分と刷子縁で覆われている部分に分か

れて構成され，二次導管は全体が刷子縁で覆われた構造と

なっていると報告されている 6)。等糸線類のムラサキイガ

イやマガキでは，二次導管は廊劉が尉子縁で覆われている

と報告されている川九しかし，真弁惚類であるハマグリ

では，導管の末端は中腸腺細管との境までアザン染色で赤

く染まるFlagellat巴dcellで、構成され，内面には繊毛が確認

されたことから，ハマグリの導管はムラサキイガイやマガ

キと異なって，アゲマキガイ凶と向様に周囲を尉子縁で

覆った形の二次導管を持たないと考えられる。

中腸腺細管は，糸鯨類である Anadarasubcreηataや

Brachidontes senhousiaで、は導管の末端から出た後に中腸腺

細管が枝分かれする型 (Simplebranching typ巴r)を，等

糸惚類や真弁鯨類では導管の末端に中腸腺細管が1つずつ

独立して出ている型 (Simplebranching typεII) 6) を示す

とされている。ハマグリでもアゲマキガイ凶と同様に真

弁健、類の特徴であるtypeIIの様棺を示していた。

中腸腺細管の暗細胞は，繊毛を備えており，若い細脆で

将来栄養細胞になると推測されている 8)。このような暗細

胞は，真弁鯨類ではCryptに存在していることが知られて

いる出。ハマグリでもアゲマキガイ凶と同様に中続線細管

は真弁惚類の特徴を示し， Cryptに培細胞が位置していた。

ハマグリでは，長い繊毛を備えた精細胞の像が確認され

た。

要 約

ハマグリの中腸腺の構造を鋳型および組織像から調べ

た。中腸腺は，背僚~の一部を除いた胃の周囲に展開してい

た。導管は，腎E査が大きく湾入した 3箇所から出ていた。

導管の内壁は先端まで一様で，導管の先端からは中腸腺細
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管が1本ずつ独立して出ていた。中腸腺細管はCryptに一長

い繊毛を備えたE前田脆を備えていた。
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Fig. 3. Corrosion cast of the digestive organ of the ]apanese hard clam. a: lateral view (right)， b : ventral 
view， c : lateral view (left) ， OS : oesophagus， SG : sorting gland， ST : stomach， 0 :'digestive diver-
ticula， IN: intestine， E 1， E 2 and E 3: embayment. Bars=100 μm. 
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て三三>-A
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Fig. 5. Sections of the body of th巴Japanesehard clam. b was expanded the part of digestive organ in a. A : vertical section， 
B : horizontal section， C : longitudinal section， AD : adductor muscle， LP : labial pulp， CT : ctenidium， MT : mantle， 
FT : foot， SV : shell valve， ST : stomach， D : digestive diverticula， DD : duct， E 1， E 2 and E 3: embayment， SG 
sorting gland， IN : intestine， OS : oesophagus， GD : gonad. Azan staining. Bars= 100μm 
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Fig. 6. Corrosion cast of the duct and the tubule of the digestive diverticula of the Japanese hard clam. A : surfac巴ofthe 
digestive diverticula， SG : sorting gland， ST : stomach， EM : embayment， 00 : duct， T : tubule. Bars in A and B= 
100μm， Bars in C and 0=10 μm 
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Fig. 7 . Duct and tubule of the digestive diverticula of th巴]apanesehard clam. DD: duct， FC: flagellated cells， CL : cilium， 
T : tubule， DC : digestive cell DSC : darkly staining c巴11.Azan staining. Bars = 10μm 


